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ジウム:討議集J (京都大学人文科学研究所共同研究資料叢書・第一号， 1998 年) や古屋哲夫 ・ 山室











































































































































































本来，この共同研究の成果は， 2002 年に は公刊す る予定であ り ， それに合わせて原稿
を提出戴いた方には，折角の論文のプライオリティを損なうことになってしまった不手
際を衷心からお詫び申し上げたい。また，公刊が遅延したために，他の雑誌などに発表
された方もあり，本特集号には掲載しえなかった論稿もある。いずれにせよ，本号には
寄稿されなかった方を含めて，この共同研究に参加戴いたそれぞれの方が今後違う形で
はあれ，その成果を発表されていくことによって「文化相渉活動の諸相とその担い手」
という研究分野の全体像が浮かび上がってくることになるであろう。
なお，この共同研究においては，前述したように調査機関・研究団体の活動について，
共同調査を連続的に行ったが，その資料調査に当たっては小樽・彦根・山口・大分・長
崎などの旧制高等商業学校の図書を受け継いだ図書館や北海道大学図書館・同農学部図
書館や東京大学東洋文化研究所図書館・同経済学部図書館，大阪市立大学学術情報総合
センター，国立国会図書館さらに各地の商工会議所資料室・図書館などに閲覧や資料複
写などの便宜を図って戴いたことに対し，この場を借りて御礼申し上げておきたい。ご
厚配，まことに有り難うございました。
言うまでもなく，私たちのここでの作業は，全般的な文化現象の把握方法に向けての
最初の，ささやかな，しかし確実な第一歩を刻したものに過ぎない。そのため，いまだ
問題提起に終わっている部分も少なくなし1かもしれない。
しかし，ここに集った人たちによって，これを礎石や跳躍板としながら，遠くない将
来において，必ずや新たな知の地平が切り拓かれ，それぞれが本格的な研究書として纏
められていくことを信じて疑わない。
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